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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
 

黒
髪
少
女
の
海
賊
女
王
物
語

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
１
５
９
Ｒ

【
作
者
名
】

　
多
摩

【
あ
ら
す
じ
】

　
は
ぁ
、
不
幸
だ
～

何
で
、
僕
だ
け
こ
ん
な
目
に
遭
わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
だ
！
！

え
っ
、
僕
死
ん
だ
の
？

マ
ジ
で
、
不
幸
だ
～
！
！
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何
、
転
生
さ
せ
て
あ
げ
る
？

な
ら
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
の
世
界
に
転
生
さ
せ
て
く
れ
！
！
 

そ
し
て
、
転
生
し
て
み
た
ら
僕
は
モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・
ル
フ
ィ
に
成
り
代
わ
り
し

か
も
女
の
子
で
マ
ジ
で
何
な
の
新
手
の
詐
欺
か
よ
～
！
？

マ
ジ
で
、
本
当
に
不
幸
だ
～
！
？

Ｏ
Ｎ
Ｅ
 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
小
説
第
二
段
で
す
。

※
こ
の
小
説
は
、
不
定
期
更
新
で
す
！
！
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第
一
章
：
ま
さ
か
の
転
生
…
…
…
（
前
書
き
）

こ
れ
か
ら
、
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。
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第
一
章
：
ま
さ
か
の
転
生
…
…
…

は
ぁ
、
不
幸
だ
～
！
！

こ
ん
ば
ん
は
、
中
宮
椿
で
す
。

え
っ
、
女
の
子
み
た
い
な
名
前
？

う
ぅ
、
気
に
し
て
い
る
事
だ
か
ら
言
わ
な
い
で
下
さ
い
。

は
ぁ
、
そ
の
お
陰
様
で
虐
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
、
不
幸
は
ど
れ
も
こ
れ
も
お
父
さ
ん
の
せ
い
な
ん
で
す
。

何
か
、
僕
が
産
ま
れ
た
日
に
病
院
に
向
か
っ
て
居
る
時
に
椿
の
花
が
咲
い
て
い

て
そ
れ
で
僕
の
名
前
は
椿
と
言
う
名
前
に
な
た
の
で
す
。

ま
ぁ
、
親
が
付
け
た
名
前
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
だ
け
ど
ね
～

ま
ぁ
、
と
に
か
く
今
僕
は
学
校
が
終
わ
り
本
屋
に
向
か
っ
て
居
る
！
！

え
っ
、
何
で
本
屋
に
向
か
っ
て
居
る
か
て
そ
れ
は
僕
が
大
好
き
な
漫
画
Ｏ
Ｎ
Ｅ

 
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
の
最
新
単
行
本
を
買
う
為
だ
よ
。
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「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！
」

や
っ
と
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
の
最
新
単
行
本
買
い
ま
し
た
。

『
う
ぅ
、
何
で
エ
ー
ス
も
白
髭
も
死
ぬ
ん
で
す
か
！
！
』

僕
は
、
近
く
の
公
園
で
本
屋
で
買
っ
た
単
行
本
を
読
ん
で
泣
い
て
居
た
。

そ
れ
は
そ
う
だ
、
だ
っ
て
頂
上
決
戦
で
ま
さ
か
エ
ー
ス
と
白
髭
が
死
ぬ
何
て
思

い
も
し
な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
。

あ
の
、
糞
赤
犬
が
エ
ー
ス
や
白
髭
の
代
わ
り
に
マ
ジ
で
お
前
死
ね
よ
～
！
？

何
て
、
思
っ
て
居
た
。

単
行
本
を
読
み
終
わ
り
公
園
か
ら
出
て
家
に
向
か
お
う
と
し
た
時
男
の
子
が
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴
り
過
ぎ
て
歩
道
の
方
ま
で
行
き
男
の
子
は
そ
れ
を
追
い
掛

け
た
！
！
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僕
は
、
ヤ
バ
い
と
思
い
持
っ
て
い
た
鞄
を
放
り
投
げ
男
の
子
の
方
に
走
っ
て
向

か
い
男
の
子
が
歩
道
に
入
り
そ
う
に
な
り
男
の
子
を
突
き
飛
ば
し
て
僕
は
歩
道

に
入
っ
て
し
ま
い
何
と
か
起
き
上
が
っ
て
向
こ
う
側
に
戻
ろ
う
と
し
た
が
…
…
…

車
が
、
僕
に
気
付
か
ず
僕
は
引
か
れ
た
！
！

マ
ジ
で
、
不
幸
だ
よ
～
！
！
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『
う
ぅ
、
あ
れ
此
処
は
何
処
だ
？
』

僕
は
、
辺
り
を
見
渡
し
て
居
る
と
？

「
あ
ら
、
起
き
た
か
し
ら
？
」

僕
は
、
声
が
聞
こ
え
て
後
ろ
を
振
り
向
く
と
そ
こ
に
は
女
の
人
が
居
た
。

『
あ
の
、
あ
な
た
は
誰
で
す
か
？
』

「
私
は
、
女
神
の
ア
テ
ネ
と
申
し
ま
す
！
！
」

『
へ
っ
？
女
神
の
ア
テ
ネ
？
も
し
か
し
て
、
僕
は
死
ん
だ
の
で
す
か
？
』

「
は
い
、
あ
な
た
は
あ
の
子
供
を
庇
っ
て
車
に
引
か
れ
て
死
に
ま
し
た
。
」

『
Σ
マ
ジ
か
よ
、
ｏ
ｒ
ｚ
』

僕
が
、
死
ん
だ
事
で
凹
ん
で
居
る
と
…
…

「
あ
の
、
転
生
を
し
て
見
ま
せ
ん
か
？
」

女
神
の
ア
テ
ネ
が
、
僕
に
そ
う
言
っ
て
来
た
。

『
転
生
て
、
あ
の
チ
ー
ト
な
能
力
を
貰
っ
て
平
行
世
界
に
転
生
す
る
あ
の
転
生

で
す
か
？
』

「
は
い
、
そ
の
転
生
で
す
。
」
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そ
れ
を
、
聞
い
た
僕
は
…
…
…

『
僕
、
転
生
し
ま
す
！
！
』

「
そ
う
で
す
か
、
な
ら
チ
ー
ト
能
力
を
言
っ
て
下
さ
い
。
」

ア
テ
ネ
が
、
僕
に
そ
う
言
う
と
僕
は
チ
ー
ト
能
力
を
ア
テ
ネ
に
言
っ
た
。

『
ま
ず
、
一
つ
目
は
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
の
忍
術
・
体
術
・
幻
術
・
医
療
忍
術
が
使

え
る
用
に
す
る
。
二
つ
目
は
チ
ャ
ク
ラ
を
ナ
ル
ト
の
約
３
０
倍
で
ネ
ギ
ま
の
魔

力
と
気
を
ナ
ギ
と
ラ
カ
ン
の
約
２
０
倍
に
す
る
。
三
つ
目
は
全
性
質
変
化
が
使

え
る
。
四
つ
目
九
尾
の
狐
（
優
し
い
狐
）
を
ナ
ル
ト
と
同
じ
く
体
内
に
居
る
設

定
で
お
願
い
し
ま
す
。
五
つ
目
王
の
財
宝
を
四
代
目
火
影
が
使
っ
て
居
た
三
つ

叉
ク
ナ
イ
（
時
空
間
忍
術
の
術
式
が
彫
り
込
ま
れ
て
居
る
）
を
王
の
財
宝
に
入

っ
て
居
る
元
々
の
財
宝
の
代
わ
り
に
三
つ
叉
ク
ナ
イ
を
無
限
に
入
れ
て
下
さ
い
。

』「
チ
ー
ト
能
力
は
、
こ
れ
で
以
上
で
す
か
？
」

『
は
い
！
！
』

「
え
～
と
、
ネ
ギ
ま
の
魔
力
と
気
は
使
え
ま
す
が
魔
法
は
使
え
ま
せ
ん
が
良
い

で
す
か
？
」

『
は
い
、
大
丈
夫
で
す
。
』

「
な
ら
、
転
生
さ
せ
ま
す
ね
～
」

僕
は
、
ア
テ
ネ
に
よ
っ
て
白
い
光
に
包
ま
れ
て
消
え
た
。
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僕
は
ま
さ
か
、
転
生
先
が
モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・
ル
フ
ィ
で
し
か
も
女
の
子
に
な
る

と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
！
！
 

次
回
に
続
く
！
！
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第
一
章
：
ま
さ
か
の
転
生
…
…
…
（
後
書
き
）

次
は
、
主
人
公
紹
介
で
す
。
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主
人
公
紹
介
改
（
前
書
き
）

す
い
ま
せ
ん
、
ま
た
少
し
修
正
し
ま
し
た
。
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主
人
公
紹
介
改

名
前
 

モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・
ツ
バ
キ

身
長
 

１
７
２
セ
ン
チ

体
重
 

４
ゲ
フ
ッ
！
！

容
姿

黒
髪
長
髪
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
で
瞳
の
色
は
黒
色
で
顔
立
ち
は
原
作
ル
フ
ィ
の
顔

を
超
女
顔
に
し
た
感
じ
の
美
少
女
で
す
。

性
格

と
に
か
く
、
頑
固
・
優
し
い
・
仲
間
想
い
・
冷
静
沈
着
・
時
々
天
然

チ
ー
ト
能
力

一
つ
目
：
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
の
忍
術
・
体
術
・
幻
術
・
医
療
忍
術
・
仙
術
・
ネ
ギ

ま
の
神
鳴
流
剣
術
が
使
え
る
。

二
つ
目
：
チ
ャ
ク
ラ
を
ナ
ル
ト
の
約
３
０
倍
で
ネ
ギ
ま
の
魔
力
と
気
を
ナ
ギ
と

ラ
カ
ン
の
約
２
０
倍
に
す
る
。

三
つ
目
：
全
性
質
変
化
が
使
え
る
用
す
る
。

四
つ
目
：
九
尾
の
狐
を
ナ
ル
ト
み
た
い
に
体
内
に
入
れ
る
。
（
優
し
い
狐
で
す
、

ツ
バ
キ
の
事
を
本
当
の
娘
み
た
い
に
熟
愛
し
て
居
る
！
！
）
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五
つ
目
：
王
の
財
宝
に
元
々
入
っ
て
居
る
物
の
代
わ
り
に
三
つ
叉
ク
ナ
イ
（
四

代
目
火
影
が
使
っ
て
居
た
時
空
間
忍
術
が
刻
ま
れ
て
い
る
）
を
無
限
に
入
れ
る
。

後
、
九
尾
特
製
刀
（
狐
白
）
と
籠
手
（
黒
龍
）
も
普
段
は
三
つ
叉
ク
ナ
イ
と
同

じ
く
王
の
財
宝
に
入
れ
て
い
る
。

武
器

九
尾
特
製
の
刀
（
狐
白
）
と
籠
手
（
黒
龍
）
と
三
つ
叉
ク
ナ
イ
（
時
空
間
忍
術

が
刻
ま
れ
て
い
る
物
）

設
定

子
供
を
、
庇
っ
て
死
に
女
神
の
ア
テ
ネ
か
ら
チ
ー
ト
能
力
を
貰
い
Ｏ
Ｎ
Ｅ
 

Ｐ

Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
の
世
界
に
転
生
し
て
み
る
と
主
人
公
モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・
ル
フ
ィ
に
成

り
代
わ
り
し
か
も
女
の
子
に
な
っ
て
居
た
。

二
つ
名

麦
わ
ら
の
ツ
バ
キ
・
幻
狐
の
ツ
バ
キ
・
幻
剣
の
ツ
バ
キ

理
由

麦
わ
ら
の
は
原
作
と
同
じ
だ
が
幻
狐
は
、
幻
術
と
九
尾
の
狐
を
使
う
為
そ
う
名

付
け
ら
れ
て
幻
剣
は
幻
術
と
神
鳴
流
剣
術
を
使
う
か
ら
。
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主
人
公
紹
介
改
（
後
書
き
）

次
か
ら
は
、
本
編
が
始
ま
り
ま
す
！
！



15

第
二
章
：
修
業
と
九
尾
と
の
会
合
！
！
（
前
書
き
）

タ
イ
ト
ル
通
り
修
業
と
九
尾
と
の
会
話
話
で
す
！
！
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第
二
章
：
修
業
と
九
尾
と
の
会
合
！
！

や
ぁ
、
女
神
ア
テ
ネ
か
ら
チ
ー
ト
能
力
を
貰
っ
て
転
生
し
た
元
中
宮
椿
で
す
！
！

え
っ
、
何
故
元
名
前
が
中
宮
椿
な
の
か
っ
て
？

何
と
転
生
先
が
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
の
主
人
公
モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・
ル
フ
ィ

に
成
り
代
わ
り
し
た
か
ら
で
す
よ
！
！

な
の
で
、
た
だ
い
ま
の
僕
嫌
私
の
今
の
名
前
は
モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・
ツ
バ
キ
で
す
。

え
っ
、
前
世
と
同
じ
名
前
じ
ゃ
な
い
か
て
？

ま
ぁ
、
そ
こ
は
気
に
し
た
ら
負
け
で
す
か
ら
気
に
し
な
い
で
下
さ
い
ね
？

と
に
か
く
、
ル
フ
ィ
に
成
り
代
わ
り
し
て
産
ま
れ
て
か
ら
最
初
に
見
た
の
は
爺

さ
ん
だ
っ
た
！
！

爺
さ
ん
が
、
誰
か
て
？
ガ
ー
プ
以
外
に
誰
が
居
る
ん
で
す
か
。

と
に
か
く
、
私
が
産
ま
れ
て
か
ら
ガ
ー
プ
の
顔
は
デ
レ
デ
レ
な
孫
に
甘
い
爺
さ

ん
だ
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
で
す
！
！

ま
ぁ
、
私
が
産
ま
れ
て
３
年
ぐ
ら
い
に
は
多
重
影
分
身
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
か
ら
は
色
々
と
忍
術
・
体
術
・
幻
術
・
医
療
忍
術
・
仙
術
・
神
鳴
流

剣
術
が
使
え
る
よ
う
に
森
に
影
分
身
達
を
隠
し
て
私
は
深
層
心
理
の
中
に
居
る

九
尾
の
狐
に
会
う
為
に
眠
っ
た
。
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原
作
み
た
い
に
、
地
下
下
水
道
み
た
い
な
入
り
組
ん
だ
道
を
歩
き
私
は
や
っ
と

九
尾
の
狐
に
会
っ
た
！
！

『
あ
な
た
が
、
九
尾
の
狐
で
す
か
？
』

「
や
っ
と
来
た
、
妾
は
そ
な
た
を
待
っ
て
居
た
。
」

何
か
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
狐
だ
な
…
…

と
、
私
は
思
っ
た
。

「
そ
う
言
え
ば
、
そ
な
た
か
ら
チ
ャ
ク
ラ
以
外
の
物
が
感
じ
る
が
そ
れ
は
何
だ

？
」

ま
さ
か
、
魔
力
と
気
を
感
じ
る
何
て
流
石
九
尾
の
狐
だ
ね
！
！

『
そ
れ
は
、
魔
力
と
気
だ
よ
。
』

「
魔
力
と
気
？
チ
ャ
ク
ラ
と
は
ど
う
違
う
の
じ
ゃ
。
」
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『
あ
ん
ま
り
大
差
な
い
と
思
い
ま
す
が
チ
ャ
ク
ラ
で
忍
術
な
ど
を
使
う
の
と
同

じ
で
魔
力
は
魔
法
と
言
う
物
を
使
う
為
に
必
要
で
気
は
身
体
能
力
を
上
げ
る
事

出
来
る
の
で
あ
ん
ま
り
魔
力
・
チ
ャ
ク
ラ
と
変
わ
ら
な
い
で
す
よ
。
』

「
そ
う
か
…
…
」

『
後
、
お
願
い
が
有
る
の
で
す
が
あ
な
た
の
九
尾
の
チ
ャ
ク
ラ
を
使
え
る
用
に

し
て
貰
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？
』

「
何
故
じ
ゃ
、
そ
な
た
に
は
チ
ャ
ク
ラ
や
魔
力
や
気
な
ど
が
有
る
の
だ
か
ら
妾

の
チ
ャ
ク
ラ
を
使
わ
な
い
で
も
大
丈
夫
だ
と
思
う
が
…
…
」

『
実
は
、
カ
ン
卦
法
と
言
う
究
極
技
法
を
あ
な
た
の
チ
ャ
ク
ラ
と
自
分
の
チ
ャ

ク
ラ
と
魔
力
と
気
な
ど
で
カ
ン
卦
法
を
使
え
る
用
に
な
り
た
い
か
ら
で
す
。
』

ツ
バ
キ
は
、
そ
う
言
っ
た
！
！

「
分
か
っ
た
、
そ
な
た
に
力
を
貸
そ
そ
の
代
わ
り
に
妾
に
名
前
を
付
け
て
く
れ

な
い
か
の
？
」

『
そ
ん
な
事
で
、
良
い
の
な
ら
あ
な
た
の
名
前
は
カ
ス
ミ
は
如
何
で
し
ょ
う
か

…
…
』

「
そ
れ
で
、
良
い
妾
の
名
前
は
こ
れ
か
ら
は
カ
ス
ミ
じ
ゃ
。
」

九
尾
改
め
カ
ス
ミ
の
力
を
借
り
れ
る
事
が
出
来
修
業
に
カ
ン
卦
法
が
追
加
さ
れ

た
。



19

そ
れ
か
ら
、
４
年
が
経
ち
ツ
バ
キ
は
全
性
質
変
化
の
忍
術
・
体
術
・
幻
術
・
医

療
忍
術
・
仙
術
・
神
鳴
流
剣
術
が
全
部
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
カ
ン
卦
法
は

意
外
に
難
し
く
今
の
と
こ
ろ
最
低
１
時
間
が
限
界
で
あ
る
が
カ
ン
卦
法
練
習
す

た
時
よ
り
は
持
続
時
間
は
増
え
た
。

ツ
バ
キ
は
、
何
時
も
の
よ
う
に
森
の
奥
に
あ
る
湖
で
水
面
歩
行
を
し
な
が
ら
カ

ン
卦
法
の
持
続
時
間
を
伸
ば
す
修
業
を
終
え
て
村
に
帰
る
時
に
海
の
向
こ
う
側

か
ら
あ
る
船
が
此
方
に
向
か
っ
て
来
る
の
を
見
た
。

『
や
っ
と
、
シ
ャ
ン
ク
ス
が
来
る
か
。
』

ツ
バ
キ
は
、
そ
う
呟
い
て
村
に
帰
っ
て
居
た
。

次
回
に
続
く
！
！
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第
二
章
：
修
業
と
九
尾
と
の
会
合
！
！
（
後
書
き
）

次
回
は
、
シ
ャ
ン
ク
ス
達
と
会
話
と
モ
ブ
キ
ャ
ラ
退
治
で
す
！
！
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第
三
章
：
赤
髪
の
シ
ャ
ン
ク
ス
と
の
出
会
い
と
モ
ブ
キ
ャ
ラ
退
治
と
別
れ
！
！
（
前
書
き
）

更
新
で
す
。

後
、
後
書
き
に
ア
ン
ケ
ー
ト
書
き
ま
し
た
。
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第
三
章
：
赤
髪
の
シ
ャ
ン
ク
ス
と
の
出
会
い
と
モ
ブ
キ
ャ
ラ
退
治
と
別
れ
！
！

や
ぁ
、
こ
ん
に
ち
は
モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・
ツ
バ
キ
で
す
。

私
は
今
マ
キ
ノ
さ
ん
の
お
店
で
、
昼
ご
飯
を
食
べ
て
居
る
。

マ
キ
ノ
さ
ん
の
お
店
で
、
昼
ご
飯
を
食
べ
て
居
る
と
修
業
を
し
て
い
た
時
に
見

た
船
に
乗
っ
て
居
る
で
あ
ろ
人
が
マ
キ
ノ
さ
ん
の
お
店
に
入
っ
て
来
た
。

「
お
邪
魔
す
る
よ
。
」

と
、
そ
う
言
っ
た
の
は
赤
い
髪
で
麦
わ
ら
帽
子
を
被
っ
た
男
の
人
だ
っ
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
何
に
し
ま
す
。
」

マ
キ
ノ
さ
ん
が
、
男
の
人
に
そ
う
言
う
と
男
の
人
は
…
…

「
あ
、
じ
ゃ
あ
肉
と
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
酒
で
後
か
ら
ま
た
一
杯
来
る
け
ど
大
丈
夫

か
い
。
」

男
の
人
が
、
そ
う
言
う
と
マ
キ
ノ
さ
ん
は

「
は
い
、
大
丈
夫
で
す
よ
！
！
」

と
、
男
の
人
に
そ
う
言
っ
た
。
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マ
キ
ノ
は
、
そ
う
言
っ
て
注
文
し
た
物
を
準
備
し
始
め
た
。

「
ん
？
」

男
は
、
ツ
バ
キ
に
気
付
い
た
。

「
お
前
、
村
の
子
か
ぁ
？
」

『
そ
う
で
す
け
ど
、
赤
髪
海
賊
団
船
長
の
赤
髪
の
シ
ャ
ン
ク
ス
さ
ん
？
』

ツ
バ
キ
が
、
シ
ャ
ン
ク
ス
に
そ
う
言
う
と
…
…

「
Σ
俺
を
、
知
っ
て
居
る
の
か
ぁ
！
？
」

シ
ャ
ン
ク
ス
は
、
ツ
バ
キ
が
自
分
の
事
を
知
っ
て
い
る
事
に
驚
い
た
。

『
え
ぇ
、
私
の
祖
父
が
英
雄
ガ
ー
プ
で
す
か
ら
。
』

ツ
バ
キ
が
、
シ
ャ
ン
ク
ス
に
自
分
の
祖
父
が
海
賊
王
を
捕
ま
え
て
皆
に
英
雄
と

言
わ
れ
て
い
る
英
雄
ガ
ー
プ
の
孫
で
あ
る
と
言
う
と

「
何
！
？
英
雄
ガ
ー
プ
の
孫
だ
っ
て
。
」

シ
ャ
ン
ク
ス
は
、
ツ
バ
キ
の
そ
の
言
葉
に
物
凄
く
驚
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
シ
ャ
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ン
ク
ス
や
後
か
ら
来
た
シ
ャ
ン
ク
ス
の
部
下
の
人
達
と
も
話
を
し
た
。

『
へ
ぇ
、
シ
ャ
ン
ク
ス
さ
ん
達
は
そ
ん
な
航
海
を
な
さ
っ
て
居
る
ん
で
す
ね
！

！
』

ツ
バ
キ
が
、
シ
ャ
ン
ク
ス
達
に
そ
う
言
う
と
…
…

「
あ
ぁ
、
海
は
良
い
ぞ
冒
険
を
し
た
り
お
宝
を
探
し
た
り
を
す
る
か
ら
な
ぁ
！

！
」

シ
ャ
ン
ク
ス
は
、
ツ
バ
キ
に
海
の
素
晴
ら
し
さ
や
冒
険
の
楽
し
さ
を
教
え
た
。

そ
の
時
、
ガ
ッ
タ
ー
ー
ン
と
扉
が
開
く
音
が
聞
こ
え
た
と
思
っ
た
ら
山
賊
達
が

入
っ
て
来
た
。

そ
の
中
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
の
ヒ
グ
マ
が
カ
ウ
ン
タ
ー
に
近
付
き
マ
キ
ノ
に
喋
り

掛
け
た
。

「
よ
う
、
酒
ね
ぇ
の
か
？
」

「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
、
も
う
お
酒
無
い
ん
で
す
！
！
」

マ
キ
ノ
が
、
山
賊
の
リ
ー
ダ
ー
に
そ
う
言
う
と
…
…
…
…
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「
何
だ
と
、
ふ
ざ
け
じ
ゃ
ね
ぇ
！
！
」

山
賊
の
リ
ー
ダ
ー
の
、
ヒ
グ
マ
は
マ
キ
ノ
に
怒
鳴
り
散
ら
し
マ
キ
ノ
に
近
付
き

胸
倉
を
掴
も
う
と
し
た
時
…
…

『
五
月
蝿
い
で
す
ね
、
そ
の
薄
汚
い
手
を
マ
キ
ノ
さ
ん
か
ら
離
せ
糞
山
賊
！
！
』

ツ
バ
キ
は
、
マ
キ
ノ
の
胸
ぐ
ら
を
掴
ん
で
居
た
ヒ
グ
マ
に
文
句
を
言
っ
た
。

ツ
バ
キ
は
、

「
お
い
、
小
娘
今
何
て
言
っ
た
あ
ぁ
゛
！
！
」

『
糞
山
賊
と
言
っ
た
ん
だ
よ
、
つ
い
で
に
表
に
出
な
。
』

「
良
い
度
胸
じ
ゃ
な
い
か
小
娘
、
俺
の
剣
の
錆
び
に
し
て
く
れ
る
わ
！
！
」

ヒ
グ
マ
と
ツ
バ
キ
は
、
そ
う
言
う
と
外
に
出
た
。

外「
お
い
、
覚
悟
ぐ
ら
い
出
来
て
ん
だ
ろ
う
な
小
娘
！
！
」
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『
…
…
…
…
…
』

ツ
バ
キ
は
、
無
言
に
な
り
人
差
し
指
を
ち
ょ
い
ち
ょ
い
と
ヒ
グ
マ
を
馬
鹿
に
す

る
よ
う
に
向
け
る
と
ヒ
グ
マ
は

「
Σ
調
子
に
載
り
や
が
っ
て
殺
し
て
や
る
！
！
」

ヒ
グ
マ
は
、
剣
を
抜
き
ツ
バ
キ
に
向
か
っ
て
剣
を
振
り
抜
い
た
が

『
遅
い
、
螺
旋
丸
！
！
』

ツ
バ
キ
は
、
瞬
身
の
術
で
ヒ
グ
マ
の
後
ろ
に
回
り
込
み
螺
旋
丸
を
喰
ら
わ
し
た

そ
れ
を
、
見
て
居
た
ヒ
グ
マ
の
子
分
共
は
…
…

う
わ
ぁ
ぁ
、
ヒ
グ
マ
の
お
頭
が
や
ら
れ
た
ぞ
。

逃
げ
ろ
！
！

と
、
ヒ
グ
マ
の
子
分
共
は
や
ら
れ
た
ヒ
グ
マ
を
担
い
で
逃
げ
て
行
っ
た
。

こ
う
し
て
、
ツ
バ
キ
は
シ
ャ
ン
ク
ス
の
左
腕
無
し
フ
ラ
グ
を
回
避
し
た
。
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そ
れ
か
ら
、
一
週
間
後

『
も
う
、
次
の
町
に
行
く
ん
で
す
ね
。
』

「
ま
ぁ
、
意
外
に
楽
し
め
た
か
ら
な
次
の
拠
点
に
向
か
わ
な
い
と
行
け
な
い
か

ら
な
お
別
れ
だ
な
。
」

『
え
ぇ
、
少
し
悲
し
い
で
す
が
い
つ
か
シ
ャ
ン
ク
ス
あ
な
た
達
に
負
け
な
い
海

賊
団
を
作
っ
て
会
い
に
行
き
ま
す
！
！
』

「
ほ
う
…
…
！
！
俺
達
に
負
け
な
い
海
賊
団
を
作
る
か
…
…
じ
ゃ
あ
…
」
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パ
サ
…

「
こ
の
帽
子
を
お
前
に
預
け
る
」

『
！
』

「
俺
の
大
切
な
帽
子
だ
、
い
つ
か
き
っ
と
返
し
に
来
い
立
派
な
海
賊
に
な
っ
て

な
。
」

シ
ャ
ン
ク
ス
は
、
そ
う
言
い
ツ
バ
キ
に
帽
子
を
預
け
船
を
出
航
さ
せ
た
！
！

次
回
に
続
く
！
！
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第
三
章
：
赤
髪
の
シ
ャ
ン
ク
ス
と
の
出
会
い
と
モ
ブ
キ
ャ
ラ
退
治
と
別
れ
！
！
（
後
書
き
）

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

サ
ボ
と
エ
ー
ス
と
の
出
会
い
話
か
原
作
通
り
旅
に
出
る
話
で
す
。

サ
ボ
と
エ
ー
ス
と
の
出
会
い
話
な
ら
１

原
作
通
り
旅
に
出
る
話
な
ら
２
で
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
期
限
は
、
４
月
２
日
ま
で
で
す
！
！
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ア
ン
ケ
ー
ト
に
付
い
て
改
（
前
書
き
）

す
い
ま
せ
ん
、
少
し
改
変
し
ま
し
た
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
に
付
い
て
改

こ
ん
に
ち
は
、
多
摩
で
す
。

今
回
は
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
黒
髪
少
女
の
海
女
王
物
語
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
発
表
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
主
人
公
と
エ
ー
ス
と
サ
ボ
が
出
会
う
話
を
書
く
が
２

票原
作
通
り
に
旅
話
を
書
く
が
同
じ
く
２
票

な
の
で
、
も
う
一
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
ま
す
。

主
人
公
と
エ
ー
ス
と
サ
ボ
と
会
う
話
を
書
く
が
１

原
作
通
り
旅
話
を
書
く
が
２

で
、
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
募
集
期
限
は
、
４
月
３
日
の
１
９
時
ま
で
で
す
！
！

前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
答
え
て
貰
っ
た
人
達
に
は
申
し
訳
無
い
の
で
す
が
も
う

一
度
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
欲
し
い
で
す
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
貰
っ
て
い
な
い
人
も
答
え
て
貰
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
！
！
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

こ
ん
に
ち
は
、
多
摩
で
す
！
！

今
回
は
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
黒
髪
少
女
の
海
女
王
物
語
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
発
表
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
主
人
公
と
エ
ー
ス
と
サ
ボ
が
出
会
う
話
を
書
く
が
０
票

原
作
通
り
に
旅
話
を
書
く
が
同
じ
く
２
票

な
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
原
作
通
り
旅
話
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
ご
協
力
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ツ
バ
キ
『
次
回
か
ら
は
、
原
作
通
り
旅
話
が
始
ま
り
ま
す
。
』

多
摩
「
ま
ぁ
、
駄
目
作
者
多
摩
頑
張
っ
て
書
い
て
い
く
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
」

ツ
バ
キ
・
多
摩
『
「
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
』
」
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第
四
章
：
旅
立
ち
の
日
！
！
（
前
書
き
）

今
回
は
、
短
い
で
す
！
！
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第
四
章
：
旅
立
ち
の
日
！
！

１
０
年
後

「
と
う
と
う
、
行
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
村
長
さ
み
し
く
な
る
わ
！
！
」

「
村
の
ハ
ジ
じ
ゃ
、
海
賊
に
な
ろ
う
な
ん
ぞ
！
」

「
本
気
で
、
行
っ
ち
ま
う
と
は
な
ー
」
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こ
ん
に
ち
は
、
モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・
ツ
バ
キ
で
す
！
！



37

シ
ャ
ン
ク
ス
か
ら
、
麦
わ
ら
帽
子
を
預
か
っ
て
あ
れ
か
ら
１
０
年
が
経
ち
私
は

や
っ
と
旅
に
出
る
事
が
出
来
た
。

『
や
ー
今
日
は
船
出
日
和
で
す
ね
ー
』

私
が
、
そ
ん
な
事
を
呟
い
て
い
た
ら
…
…

グ
ル
ル
ル
…

『
出
た
わ
ね
、
近
海
の
主
！
！
で
も
相
手
が
悪
か
っ
た
わ
ね
シ
ャ
ン
ク
ス
達
が

村
か
ら
出
て
か
ら
ま
た
１
０
年
鍛
え
た
私
の
技
を
み
ろ
！
！
』

近
海
の
主
は
、
ツ
バ
キ
を
食
べ
よ
う
と
し
た
が

『
左
腕
に
「
魔
力
」
右
腕
に
「
気
」
合
成
！
！
！
』

ツ
バ
キ
は
、
発
動
さ
せ
た
感
卦
法
で
近
海
の
主
を
倒
し
た
。

『
思
い
知
っ
た
か
魚
め
！
！
ん
ん
…
！
！
ま
ず
は
仲
間
集
め
だ
１
０
人
は
欲
し

い
で
す
ね
、
そ
し
て
海
賊
旗
！
！
よ
し
行
き
ま
す
か
！
！
海
賊
女
王
に
私
は
な

る
！
！
』

ま
だ
見
ぬ
彼
女
の
仲
間
達
を
巻
き
込
ま
ん
と
小
さ
な
船
は
海
を
ゆ
く
か
く
し
て

大
い
な
る
旅
は
始
ま
っ
た
の
だ
！
！
！
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次
回
に
続
く
！
！



39

第
四
章
：
旅
立
ち
の
日
！
！
（
後
書
き
）

次
回
は
、
コ
ビ
ー
と
の
出
会
い
話
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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